


















要約:離乳食の実態について、特に家庭養育環境及び家族との食事状況がその栄養摂取に

及ぼす影響について検討した。家庭養育環境について実態調査を行った結果、①対象児 93

名中、検査項目(JHSQ)の得点の合計が 19 点以下の"疑問"の割合が 24.7%(23 名)、“正常"

の割合が 75.3%(70 名)、みられた。②また、地域別(市・町・村)では、合計得点の平均が

村に低い傾向がみられた。

家族との食事状況について、特に食事の共有を時刻と場所の観点からみると、③朝食は、

子供のみで食べる場合が最も高く 34.4%を示し、夕食においても同様の傾向であった。④

また、食べさせ方の観点から、与える時の状況について 7項目のチェックを試みた結果、

全体的には問題がないようにみられたが、「一緒に食べてみせながら与えた」、「準備を十

分に行い与えた」は、それぞれ"はい”の回答が 57.3%、53.8%と低く、母親の育児の中で

食生活が必ずしも満足のいく状況にないこともみられた。

栄養摂取状況は、⑤家庭養育環境の正常群においては、栄養所要量より低い月令の領域が

少なく、逆に疑問群では栄養所要量より高い月令が少ない傾向がみられた。


